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要約

大規模災害対応活動に出動する消防隊員は、過酷な状況下でも適切な判断を下し、派遣期間を通して支障なく任務を遂行する必

要がある。心身ともに望ましい体調を維持する上で適切な食事と休息は極めて重要であり、過酷な任務遂行に伴う疲労からの回復

を含むコンディション管理が重要である。大規模災害対応活動中であっても摂取エネルギー不足は、適切な判断・認知の障害とも

なりかねないが、実災害における消防隊員の総エネルギー消費量（Total Energy Expenditure:TEE）の実態およびエネルギー摂取量の

実態は明らかになっていない。本研究では、令和3年7月に発生した土砂災害に派遣された緊急消防援助隊（緊援隊）の災害派遣

活動記録を基に、活動記録法を用いてエネルギー消費量を推定するとともに記載された食事内容からエネルギー摂取量を推定した。

推定されたTEEは平均約5,110kcal、エネルギー摂取量は1日あたり平均約2,010kcalであり、その差は約3,100kcalだった。人命救

助を優先する実災害は大規模災害対応活動訓練よりもエネルギー消費量が高く推定された。また、エネルギー摂取量は、大規模災

害対応活動訓練時よりも下回ることが明らかになった。
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Summary 
　　　Firefighters engaged in large-scale disaster relief operations have a huge responsibility to carry out their duties without 
hindrance even under harsh conditions while making appropriate judgments throughout their dispatch period. In order to maintain 
a desirable physical and mental condition, managing health through proper diet and rest, and body condition through recovery from 
fatigue, is critical. Under such dire work conditions, a lack of proper energy intake such as food and drinking water may become 
factors that impair proper judgment and cognition. Despite its importance and need for such data, there is less research, and the 
total energy expenditure (TEE) and energy intake of fi refi ghters in actual disasters has not yet been clarifi ed. Thus, in this study, 
energy expenditure was estimated using the activity record method based on the disaster dispatch activity records of the National 
fi re service team for disaster response dispatched to the site of a landslide disaster that occurred in July 2021. The energy intake was 
estimated from the recorded meal contents. Results showed that the estimated TEE was on average about 5,110 kcal and the energy 
intake was on average about 2,010 kcal per day, yielding a diff erence of about 3,100 kcal. Actual disasters where priority is given 
to saving lives are estimated to have higher energy expenditure than disaster activity training. Results also revealed that the energy 
intake was actually lower than during the large-scale disaster response training.
Keywords: Firefi ghter, Total Energy Expenditure, Energy Intake, Activity Recording Method, Landslide Disaster

1．はじめに

我が国は、その位置、地形、地質、気象などの自然

的条件から、台風、豪雨、豪雪、洪水、土砂災害、地

震、津波、火山噴火などによる災害が発生しやすい国

土となっている 1)。世界全体に占める日本の災害発生割

合は、マグニチュード 6 以上の地震回数 20.8％、活火

山数 7.0％、死者数 0.4％、災害被害額 18.3％など、世

界の 0.25％の国土面積に比して、非常に高くなってい

る 1)。政府の地震調査委員会の評価では、南海トラフ地

震（マグニチュード 8 ～ 9 級）の 30 年以内の発生確率
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は 70％～ 80％であり、南関東地域の直下地震（マグニ

チュード 7 程度）の 30 年以内の発生確率は 70％程度で

あるなど、地震の切迫性が高まっている 2)。また、気候

変動等による自然災害のリスクが高まっており、今後も

大規模災害の発生が危惧されている 2)。大規模災害発生

時に出動し活動する緊急消防援助隊（以下、「緊援隊」）

の消防隊員は、予測困難な状況下で、存命率を左右する

タイムリミットだと言われている 72 時間以内に人命を

救助するために 3)、また被害状況に応じて迅速に対応す

るために、昼夜を問わず消防関連活動に従事する。さら

に、大規模災害に派遣された後は市民の日常の安心安全

を守るため、迅速に従来の勤務地において通常勤務に戻

る必要がある。大規模災害時のみならず災害派遣に引き

続く通常勤務においても、身体的、精神的に過酷な状況

下でも適切な判断を下し、普段の訓練通りの災害対応活

動能力を発揮することが求められる。心身ともに望まし

い体調を維持する上で適切な食事と休息は極めて重要で

あり、過酷な任務遂行に伴う疲労からの回復を含むコン

ディション管理が重要である。大規模災害対応活動中

であっても摂取エネルギー不足は、疲労の原因になる 4)

ほか、心機能（左心室拡張機能）の低下 5) や筋肉の損

傷などから活動対応能力の低下 6) を引き起こすという

報告があることから、人命を左右する災害対応活動を行

う上で適切な判断・認知の障害ともなりかねない。大規

模災害対応活動に従事する消防隊員のエネルギー消費量

とエネルギー摂取量を知ることは、消防隊員の健康を管

理するために重要である。

自由生活下の一日あたりの総エネルギー消費量（Total 

Energy Expenditure:TEE）の推定は二重標識水（Double 

Labeled Water:DLW）法がゴールドスタンダードとされ

ている 7) が、DLW 法は測定期間を通しての 1 日あたり

の平均を測定する方法で、約 5 日から 2 週間の調査期

間を要する 8)。より短期間の測定をするために 1 日のみ

のエネルギー消費量や 1 日の中で活動強度が異なる活

動を行った際の任意の時間のエネルギー消費量 (Energy 

expenditure:EE) を推定する測定法として、加速度計

（Accelerometer:AC） 法 9) や 心 拍 数（Heart Rate:HR）

法 10) などが用いられてきた。我々は、これまで緊援隊

の大規模災害対応活動訓練を対象に加速度計や心拍計を

用いてエネルギー消費量の推定を行い 11,12)、消防関連活

動種別毎の身体活動強度や 1時間あたりのエネルギー消

費量について検討を進めてきた 12)。しかし、AC 法や HR

法では機器を装着する必要があるため、いつ発生するか

分からず、発災後一刻の猶予もなく出動する実災害での

活動では計測機器の装着は困難であり、測定は難しい。

活動記録（Activity Record:AR）法は、測定機器の装着

の必要がないため、対象者への測定期間中の活動の制限

がなく、突発的な活動にも適用可能であるというメリッ

トがある 13)。AR 法で評価した野球選手のトレーニング

中の EE を含む 1 日あたりの TEE が、DLW 法で評価した

TEE とよく一致していたことが報告されている 14)。

エネルギー摂取量は食事調査によって調査されること

が多い 15)。我々は大規模災害対応活動訓練時の食事内

容の調査などからエネルギー摂取量の推定を行ってきた
16) が、実災害のエネルギー摂取量の調査はあまり見ら

れない。

突発的に発生する大規模災害に対し、消防隊員はただ

ちに出動して活動を行うため、実災害の調査実施におい

て事前準備が必須の調査を行うことは困難である。大規

模災害対応活動において、消防隊員は人命救助および早

期の被害拡大防止のため、適切な災害対応活動能力を発

揮する必要がある。大規模災害対応活動中であっても摂

取エネルギー不足は疲労の原因４）となり身体への影響
５）や活動対応能力の低下６）をもたらすことが報告され

ている。このことから、大規模災害対応活動における消

防隊員のエネルギー出納を把握する必要があると考え

る。そこで本研究では、実災害の災害派遣活動記録を基

に AR 法を用いて大規模災害対応活動時のエネルギー消

費量を推定するとともに災害派遣活動記録に記載された

食事内容からエネルギー摂取量を推定することとした。

2．方法

本研究では、令和 3 年 7 月に静岡県で発生した土砂災

害に派遣された緊援隊の第一次派遣隊および第二次派遣

隊の災害派遣活動記録を用いた。この土砂災害は、大雨

により発生した土石流により、延長約１km、最大幅約 

120 ｍにわたり被災した大規模災害で、多くの人的・物

的被害が発生した 17)。多数の安否不明者の救助救出活

動が行われ、発災 58 時間後には 64 名の安否不明者の氏

名が被災県から公表された 17)。当該災害において、令

和 3 年 7 月 3 日から同月 26 日までの 24 日間にわたり

緊援隊の災害派遣活動が行われ、のべ 2,097 隊、のべ

7,961 人の隊員が活動にあたった 18)。災害派遣活動記録

は、30 分間隔で記録された。各派遣隊が災害現場に到

着して活動を開始した時点から活動終了するまでの 72

時間を 3日間として災害派遣活動記録から得られた情報

を基に TEE を算出した。災害派遣活動記録は、緊援隊が

所属する消防本部から調査研究利用の同意を得た上で受

領し、人物が特定できないようデータを処理するととも

に情報管理を徹底した。

2－ 1．エネルギー消費量

TEE は、人が生きていく上で必要な最小限のエネル

ギーである基礎代謝量（basal metabolic rate:BMR）、

食後に、主として食物を消化・吸収・運搬するため

にみられる熱産生である食事誘発性熱産生（diet-

induced thermogenesis: DIT）、身体活動によるエネ

ルギー消費量である活動時代謝量（Activity Energy 

Expenditure:AEE）から構成される 7)。本研究では、そ

れぞれを次のように推定した。

2－ 1－ 1．基礎代謝量（basal metabolic rate:BMR）

BMR の推定には、国立栄養研究所が作成した Ganpule

式 19) の推定式を用いて推定した。緊援隊の消防隊員の

平均年齢は、34 歳から 35 歳であった 11，12）。このことか

ら本研究では、厚生労働省平成 30 年国民健康・栄養調

査の 30‐39 歳男性の平均身長および体重 20) を参照した。

推定式は以下のとおりである。（推定式 19)）BMR（kcal/

日）＝（0.0481 ×体重＋ 0.0234 ×身長－ 0.0138 ×年

齢－ 0.4235）× 1,000/4.186

2 － 1 － 2．食事誘発性熱産生（diet-induced 

thermogenesis: DIT）

DIT は、先行研究と同様に DIT= 0.1 × TEE の推定式

から推定した 21)。

2 － 1 － 3．活動時代謝量（Activity Energy 

Expenditure:AEE）

AEE は、災害対応を行った活動に対しては消防関連活

動種別毎の時間あたりのエネルギー消費量の標準推定値
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12) から土砂掘削救助活動の項目を用いて、災害対応活

動以外の身体活動には、それぞれが対応すると考えられ

る身体活動のメッツ（METs）値（座位安静時代謝量の倍

数で表した身体活動の指標）を身体活動の METs 表 22) か

ら抜粋してエネルギー消費量に換算し、それらを加算す

ることで推定した (表 1)。

2 － 2．エネルギー摂取量

エネルギー摂取量は、活動に従事した消防本部が令和

4 年 3 月時点で備蓄している大規模災害などの災害派遣

のために用いることが想定されている食料と災害派遣活

動記録に記載のあった実際の食事内容から推定した。推

定には、2019 年の調査時に販売していたレトルト食品

等の長期保存可能食品 52 種類 200 商品の食品成分およ

び価格を調査し、同一種類と判断される食品それぞれに

ついて、荷重平均成分表の作成手順を参考に我々が算出

した栄養価 23) と、日本食品成分表 24) を用いて算出した。

3．結果

3－ 1．エネルギー消費量

AR 法によって推定された TEE を図 1 に示した。全体

平均 TEE は 5,108 ± 385kcal だった。第一次派遣隊の 3

日間の平均は 5,171 ± 413kcal、第二次派遣隊の 3 日間

の平均 TEE は 5,046 ± 433kcal だった。第一次派遣隊

の 1 日目の TEE が最も高く（5,501kcal）、第二次派遣隊

の 3 日目の TEE が最も低かった（4,548kcal）。また、図

2 に活動種別毎に 24 時間中の各活動実施時間（分）を

示した。最も TEE が高かった第一次派遣隊の 1 日目は救

助活動時間が 243 分で第一次派遣隊 2日目に次いで 2 番

目に長く、休憩時間および仮眠時間が最も短いことが分

かった。第一次派遣隊の休憩時間は平均 33 分であるの

に対して、第二次派遣隊の休憩時間は平均 285 分だった。

最も TEE が低かった第二次派遣隊 3日目は、救助活動時

間が 90 分で最も短く、待機時間が 435 分で最も長かっ

た。食事は第一次派遣隊と第二次派遣隊すべての災害派

遣活動記録内で合計 8回確認でき、1 回の平均時間は 21

分だった。さらに、図 3に活動種別毎の活動実施時間中

のエネルギー消費量 (kcal) を示した。第一次派遣隊 2

日目の救助活動におけるエネルギー消費量が最も高かっ

た（2,293kcal）。第二次派遣隊は、1 日目の救助活動の

エネルギー消費量が最も高く、2 日目 3 日目と経過する

につれて救助活動のエネルギー消費量も減少した。

表 1．消防関連活動を含む各身体活動の活動強度と時間あたりのエネルギー消費量の標準推定値

災害派遣活動記録から読み取ることができた身体活動の活動強度（METs 値）と活動内容、各項目の 1 時間あたりの

エネルギー消費量を示した。* 体重は、厚生労働省平成 30 年国民健康・栄養調査 30-39 歳の男性の平均身長および体重

を参照した。**1 時間あたりのエネルギー消費量 (kcal)= METs 値 − 1METs × 71 (kg) × 1 (hour)22)

活動種別 活動強度
METs 値 身体活動内容

時間あたりの
エネルギー

消費量の標準推定値 (kcal)
（30-39 歳男性
平均体重 71kg*

安静時代謝を除く **）

出典
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活動時代謝量（Activity Energy Expenditure:AEE）は、災害対応を行った活動に対しては消防関連活動種別毎の時

間あたりのエネルギー消費量の標準推定値 12) から土砂掘削救助活動の項目を用いた。食事誘発性熱産生（diet-induced 

thermogenesis: DIT）は 1 日あたりの総エネルギー消費量（Total Energy Expenditure:TEE）× 0.1 とした 21)。基礎

代謝量（basal metabolic rate:BMR）は国立栄養研究所が作成した Ganpule 式 13) を用いて推定した。厚生労働省平成

30年国民健康・栄養調査 30 ₋ 39 歳の男性の平均身長および体重 20) を参照した。各派遣隊の 3日間の平均（Average:AVE）

を示した。災害対応活動以外の身体活動は、対応する身体活動メッツ（METs）値を身体活動の METs 表 22) から抜粋し、

エネルギー消費量に換算した。災害派遣活動記録から読み取ることができた活動は、活動実施時間あたりのエネルギー

消費量を算出した。これらを加算して TEE を推定した。

災害派遣活動記録から派遣隊別に各活動日毎の 24 時間中の活動種別毎の活動実施時間（分）を示した。活動種別は

11 種類に分けられ、1時間あたりのエネルギー消費量が高いものを左から順に示した。救助活動時間は、第一次派遣隊

では 1日あたり平均 263 分であるのに対し、第二次派遣隊では 1日あたり平均 165 分だった。また、休憩時間は、第一

次派遣隊では 1 日あたり平均 33 分であるのに対して、第二次派遣隊では 1 日あたり平均 285 分だった。このことから、

第一次派遣隊は第二次派遣隊に比べて 1日あたりの平均では救助活動時間が長く、休憩時間は短いことが明らかとなっ

た。食事は第一次派遣隊と第二次派遣隊すべての災害派遣活動記録内で合計8回確認でき、1回の平均時間は21分だった。

図 2．派遣隊別各活動日毎の活動種別毎活動実施時間の内訳

図 1．大規模災害対応活動を行う消防隊員の 1日の総エネルギー消費量
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図 3．派遣隊別各活動日毎の活動種別毎エネルギー消費量内訳

災害派遣活動記録から派遣隊別に各活動日毎の活動種別毎活動実施時間中のエネルギー消費量（kcal）を示した。活

動種別は 11 種類に分けられ、1時間あたりのエネルギー消費量が高いものを左から順に示した。1日の総エネルギー消

費量（Total Energy Expenditure;TEE）が最も高い第一次派遣隊 1日目は、救助活動、偵察、移動（歩行）、準備、整備、

ミーティングまでの項目の合計エネルギー消費量が 3,798kcal だったが、TEE が最も低かった第二次派遣隊 3 日目では

同項目の合計が 1,537kcal だった。また、第二次派遣隊は、1 日目の救助活動のエネルギー消費量が最も高く、2 日目

3日目と経過するにつれて救助活動のエネルギー消費量も減少した。

3－ 2．エネルギー摂取量

大規模災害などの災害派遣のために準備されていた備

蓄食料の 3日分の献立と、実際の災害派遣活動記録から

読み取れた食事内容から、1 日のエネルギー摂取量を算

出した。さらに、各食品に含まれるたんぱく質、脂質、

炭水化物の重量を加算して 1日の総重量を算出し、エネ

ルギー比率を求めることで、エネルギー産生栄養素バラ

ンスを算出した。（表 3）（表 4）（表 5）。大規模災害な

どの災害派遣のために準備されていた備蓄食料の 3日間

の平均エネルギー量は 1 日あたり 1,703 ± 69kcal だっ

た。めし（レトルト）と主菜の組み合わせが 1食の内容

となっていた。災害派遣活動記録内に記載されている食

事内容から推定された実災害時のエネルギー摂取量は

第一次派遣隊は 1 日あたり平均 1,836 ± 209kcal、第二

次派遣隊は 1 日あたり平均 2,181 ± 174kcal、全体では

1 日あたり平均 2,009 ± 255kcal だった。第二次派遣隊

の 1日目と 2日目の昼食は災害派遣活動記録に記載がな

かったため、第一次派遣隊の 3日分の昼食と第二次派遣

隊の 3日目の昼食の平均値を代入した。事前に準備され

ていた備蓄食料よりも実災害の方が約 300kcal 程度多い

結果となった。第一次派遣隊 1日目はほぼ事前準備され

ていた食品を食べているが、第二次派遣隊 3 日目は 3 食

ともに事前準備されていた食品を食べておらず、実災害

では時間の経過とともに事前に準備された献立にはない

食品を食べることが多くなり、食事の内容に変化が見ら

れた。
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表 3．大規模災害などの災害派遣のために事前に準備されていた

備蓄食料の 3日間の献立およびエネルギー量とエネルギー産生栄養素バランス

 大規模災害などの災害派遣のために備蓄している食料の 3 日分の献立からエネルギー量およびエネルギー産生栄養

素バランスを算出した。* エネルギー産生栄養素バランスは、各食品に含まれるたんぱく質、脂質、炭水化物の重量か

ら 1 日の総重量を求め、エネルギー比率を算出した。大規模災害などの災害派遣のために準備されていた備蓄食料の 3

日間の平均エネルギー量は1日あたり1,703±69kcalだった。1食の内容は、めし（レトルト）と主菜の組み合わせとなっ

ていた。

表 4．災害派遣活動記録から読み取れた実災害での食事内容の

エネルギー摂取量およびエネルギー産生栄養素バランス（第一次派遣隊）

 

災害派遣活動記録に記載のあった食事の内容からエネルギー摂取量およびエネルギー産生栄養素バランスを算出し

た。* エネルギー産生栄養素バランスは、各食品に含まれるたんぱく質、脂質、炭水化物の重量から 1日の総重量を求め、

エネルギー比率を算出した。エネルギー摂取量は、1日あたり平均 1,836 ± 209kcal だった。カップラーメン・パン・クッ

キー以外は、事前に準備されている備蓄食料を摂取した。昼食は 3日間共にパン・クッキーだった。
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表 5．災害派遣活動記録から読み取れた実災害での食事内容の

エネルギー摂取量およびエネルギー産生栄養素バランス（第二次派遣隊）

 災害派遣活動記録に記載のあった食事の内容からエネルギー摂取量およびエネルギー産生栄養素バランスを算出し

た。* 第二次派遣隊の 1 日目と 2 日目の昼食は災害派遣活動記録に記載がなかったため、第一次派遣隊の 3 日分の昼食

と第二次派遣隊の3日目の昼食の平均値を代入した。** エネルギー産生栄養素バランスは、各食品に含まれるたんぱく質、

脂質、炭水化物の重量から 1日の総重量を求め、エネルギー比率を算出した。エネルギー摂取量は、1日あたり平均 2,181

± 174kcal だった。事前に準備された備蓄食料にはなかった食品が多く含まれた。2 日目 3 日目には、バナナを朝食に

摂取しており、第一次派遣隊の 3日間と第二次派遣隊 1日目には無かった果物の摂取が確認できた。

4．考察

本研究では、AR 法を用いて実災害での大規模災害対

応活動に従事する消防隊員のエネルギー消費量とエネル

ギー摂取量を土砂災害派遣時の災害派遣活動記録から推

定した。

AR 法を用いて土砂災害の災害派遣活動記録から推定

した TEE は、5,108 ± 385kcal/ 日だった。一方、我々

が大規模災害対応活動訓練に従事する消防隊員の TEE を

AC 法で測定した結果 3606 ± 499kcal/ 日だった 11）。ま

た、災害対応のなかった通常勤務時の消防隊員の TEE を

AR 法を用いて推定した結果、3704 ± 476kcal / 日だっ

たと報告されている 25)。大規模災害発災当日から 72 時

間活動を行った第一次派遣隊と、引き続き派遣された第

二次派遣隊が従事した実災害での大規模災害対応活動は、

訓練時や通常勤務時よりもエネルギー消費量が高くなる

ことが示唆された。

また、大規模災害などの災害派遣のために準備さ

れていた備蓄食料のエネルギー量は 1 日あたり約 1, 

700kcal であり、災害派遣活動記録から推定されたエネ

ルギー摂取量は 1 日あたり約 2,010kcal だった。実災害

の災害派遣活動記録から推定されたエネルギー消費量

とエネルギー摂取量には 1 日あたり約 3,100kcal の差が

あった。これまで我々が調査を行った大規模災害対応活

動訓練において準備されていた食のエネルギー量は 1日

あたり約 2,700kcal であった 16)。この結果と比較しても、

本研究結果はいずれも大規模災害対応活動訓練時のエネ

ルギー摂取量を下回るものだった。備蓄食料として準備

されていた献立、災害派遣活動記録から読み取れた食事

内容共に、1 食の内容は主食 1 品に加えて主菜１品から

２品であった。この食事内容では大規模災害対応活動に

従事する消防隊員のエネルギー消費量と差ができること

が明らかになった。日本人の食事摂取基準 26) では、推

定エネルギー必要量（kcal/ 日）＝基礎代謝量（kcal/

日）×身体活動レベルの推定式からエネルギー必要量

を算出できるとしている。30 － 49 歳の男性の身体活動

レベルが高い群 26) として本研究で対象とした消防隊員

の基礎代謝量を用いて算出すると、1 日あたりのエネル

ギー必要量は 3,122kcal となった。このことから、本研

究で得られた実災害でのエネルギー摂取量は身体活動レ

ベルが高い男性のエネルギー必要量として不足が考えら

れた。エネルギー消費に見合ったエネルギー摂取が出来

ない場合に生じるエネルギー源の枯渇は疲労の主たる原

因とされ 4）、疲労による活動対応能力の低下や集中力の

低下が懸念されると報告されている 16)。Margolis らは、

兵士の 7日間の軍事トレーニングにおいて 1日あたりの

エネルギー摂取量がエネルギー消費量を約 2,000kcal 下

回った結果、筋肉の損傷と痛みが増加し、活動対応能力

が徐々に低下したことを報告している 6)。また、Planer

らは極度のエネルギー不足の中、85 － 103 時間に 24 時

間あたり約 5,000kcal のエネルギー消費を伴う軍事野外

演習を行った結果、心機能（左心室拡張機能）に低下が

見られたことを報告している 5)。以上から、24 時間あ

たり 3,000kcal を超えるエネルギー不足は、疲労の原因

となるばかりでなく、心身に悪影響を及ぼすことが考え
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られる。

災害派遣活動記録から読み取れた各活動時間からは、

第一次派遣隊の休憩時間は平均 33 分であるのに対して、

第二次派遣隊の休憩時間は平均 285 分だった。発災後す

ぐの災害急性期に活動した第一次派遣隊は、休憩もまま

ならず活動していたこと明らかとなった。また、食事に

充てられた時間が平均 21 分であることも明らかになっ

た。準備と片付けを含めた所要時間であることから、人

命救助を優先する災害急性期の災害対応活動においては、

食事に充てられる時間も限られており、この時間内でい

かにエネルギー摂取を行うかという課題を今後検討する

必要性が考えられた。

食事の内容は、第一次派遣隊の 1 日目では大規模災害

などの災害派遣のために準備された備蓄食料の献立通り

のものを食べていた。しかし、第二次派遣隊 3日目では、

事前に準備された食品は食べておらず、おにぎり、カッ

プラーメン、ゼリー飲料、パンなどその場での調理がほ

ぼ不要な食事を摂っていた。1 回の食事に充てられる時

間の平均が準備や片付けを含めて約 21 分であったこと

からも簡便に短時間で食べられる食品の摂取が増えたこ

とが考えられる。日本人の食事摂取基準において、エネ

ルギー産生栄養素バランスの目標量として 30 － 49 歳

（男性）は、たんぱく質 13 ～ 20％、脂質 20 ～ 30％、炭

水化物 50 ～ 65％と示されている 26) が、第二次派遣隊 3

日目では、たんぱく質は目標量を大きく下回り、脂質は

上回っていた。

本研究において、大規模災害対応活動を行う消防隊員

はエネルギー消費量に対してエネルギー摂取量が少ない

ことが推定された。今後は、不足しているエネルギー量

をどの程度補う必要があるのかの検討が課題である。ま

た、エネルギー摂取量を増加させる方法として、限られ

た食事時間内に摂取でき、簡便に準備片付けができる形

状や方法の検討が必要である。

本研究の研究限界として、食事の記録からは、各隊員

の残食などの記載がないため、実際にすべてのエネル

ギーを摂取しているかは不明である。また、間食などの

各隊員個人が行った栄養補給の記録がなかったため、エ

ネルギー摂取量を過小評価している可能性が考えられる。

5．結論

本研究では、大規模災害対応活動に従事した消防隊員

の実災害の災害派遣活動記録から、エネルギー消費量と

エネルギー摂取量を推定した。その結果、1 日あたりの

エネルギー消費量は約 5,110kcal で、エネルギー摂取量

は約 2,010kcal であり、エネルギー消費量はエネルギー

摂取量を約 3,100kcal 上回ることが明らかとなった。災

害対応活動能力の維持や消防隊員の健康を管理する上で、

不足しているエネルギーを補う必要性が考えられるが、

人命救助を優先とする災害現場では、限られた時間の中

で栄養補給を行う必要がある。今後はエネルギー消費量

に対して大きく不足しているエネルギー摂取量をどの程

度、どのように補っていくのかの検討が必要であると考

えられる。
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